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早稲田大学におけるDSpaceの
活用事例

早稲田大学図書館学術情報課

荘司 雅之
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本日お話しすること

IRソフトとしてDSpace の選択
– 既存システム（IMAS デジタルコンテンツアーカイブ）から移行

DSpace @ Waseda University の紹介
– 本番用
– 日本語，ローマ字の問題
– 研究者データベース
– テスト用
課題
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IMAS デジタルコンテンツアーカイブ

学内で生産された「デジタルコンテ
ンツ」の蓄積と公開（2000）

• 学位論文
• 静止画像
• 動画像

図書館が収集

• 学位論文を除きシステム
公開時に収集
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IRを検討
目的
– より効果的にデジタル学術情報を学内外に発信する
– デジタル学術情報を半永久的に保存する

• 科学技術・学術審議会『学術情報の流通基盤の充実について（審議のま
とめ）』 （平成14年3月12日）

• IMAS維持のコスト軽減
• OAI-PMHの実装

フリーソフトウェアの調査
DSpaceを選択
・DSpace コミュニティー
様々なユーザ作成のソフトウェア
IRの方向性
運用上のノウハウ

学内のどの組織が運営するか
– 研究推進部，Media Network Center, 遠隔教育センター，図書館



Waseda University Library 6

DSpace @ Waseda University

本番用（試験運用中）
– DSpace 1.2.2 beta 1
– 検索

• メタデータ検索： Lucene
– CJKTokenizer.java⇒ DSTokenizer.java

• 全文検索： 未実装

– 日本語画面
• JSPファイルを翻訳

– 名古屋大学作成の翻訳を参照

– セルフアーカイブ機能は画面に出していない
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DSpace @ Waseda University

プロダクション版
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日本語，ローマ字の問題

Lucene-cjk
– Ｎグラム(N=2）による日本語検索の検証

• タイトル：「筏」 HIT （一文字OK）
• タイトル：「米abc英def早稲田ghi」（Basic Latin 混交）

– 米 Hit
– 英 Hit
– 早 No Hit
– 早稲 Hit
– 稲田 Hit
– 田 No Hit



Waseda University Library 9

日本語，ローマ字の問題

Lucene-cjk
ローマ字（アクセント記号付きアルファベット文字）

• Satō 「sato」で検索可能（ヒット）
• Kyōiku 「kyoiku」ではヒットしない
• kyo と ikuの2単語としてインデックスされている？

長音の表し方「 Ū 」の場合（HEX は Unicode）
A) Ū （HEX 016A) 

B) U (HEX 0055)  +  ̄ （HEX 0304）

– アルファベットの U と結合分音記号（MS IMEの表記）

早稲田のデータ

• OCLCへローマ字データを提供 B） の方法を採用
• Catalog OCLC Connexion
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日本語，ローマ字の問題

http://www.google.com/search?biw=851&hl=ja&q=seikyu%CC%84&btnG=Google+%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=seikyu%3F
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日本語，ローマ字の問題

UTF-8http://www.google.com/search?biw=851&hl=en&q=seikyu%CC%84&btnG=Google+Search
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研究者データベース
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研究者データベース

研究者自ら業績を入力

– 研究推進部が管轄

• システムはメディアネットワークセンターのサーバ上で稼動
• 旧システム（昨年度まで）は図書館サーバで稼動

– JST ReaDへデータのExport可能
– 先生方へ登録していただくよう推進（100%ではない）
研究成果を入力するシステムが複数 ⇔ One Stop
セルフアーカイビングは既存システム「研究者データベース」から
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TSpace @ Waseda University

テスト用（PC）
– DSpace 1.3 alpha1
– 検索

• メタデータ検索： Lucene-ja+Sen
– DSAnalyzerを日本語化 （鈴木氏のページ参照）

» http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/Japanization/dspace.html

• 全文検索： テスト中

– 日本語画面
• Messages.properties.jp

– 鈴木氏翻訳版を使用
» http://www12.ocn.ne.jp/~zuki/Japanization/Messages.properties.jp

• 英語表記も日本語と併記すべきではないか。
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TSpace @ Waseda University

テスト版
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課 題
学内研究者のインセンティブ
– 査読済論文

• 電子論文が既にどこかに登録されている
• 事務的な手続き（登録，メタデータ）が煩わしい

知的財産権
– 学会，出版社 ⇒ 交渉は誰？

– 作成者の意識
図書館業務への組み込み
– メタデータの作成，検証者
– NDC付与 （NII向け）
システムの運営，維持


